
四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

「
子
供
サ
ミ
ッ
ト
」

生
ま
れ
る
前
の
記
憶
を
持
っ
て
い

る
子
供
た
ち
と
、
た
い
わ
士
の
南

山
み
ど
り
さ
ん
の
“
た
い
け
ん
ト

ー
ク
会
”

「
子
供
達
の
出
産
前
の
記
憶
が
教

え
て
く
れ
る
こ
と
」

　
　
　
　
　

講
師　

池
川　

明 

氏

「
子
供
サ
ミ
ッ
ト
」
と
名
付
け
た
理
由

は
、
3
歳
か
ら
15
歳
位
の
子
供
た
ち
が

主
役
だ
か
ら
で
す
。
彼
ら
は
、「
母
親
の

胎
内
に
い
た
時
の
記
憶
」
や
、「
胎
内
に

入
る
前
の
記
憶
」
や
、「
も
っ
と
前
の
別

の
人
生
の
記
憶
」を
持
っ
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
が「
実
際
に
体
験
し
た
こ

と
」
を
ト
ー
ク
し
て
く
れ
ま
す
。
ト
ー

ク
の
お
世
話
役
は
、
胎
児
と
も
対
話
が

出
来
る「
た
い
わ
士
」の
南
山
み
ど
り
さ

ん
と
、
胎
内
記
憶
研
究
の
第
一
人
者
、

池
川
明
医
師
で
す
。

日
本
で
は
「
死
ん
だ
ら
終
わ
り
だ
」、

「
あ
の
世
や
霊
は
、
空
想
の
世
界
だ
」

と
考
え
て
い
る
人
も
多
い
よ
う
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
子
供
た
ち
は
、「
生
ま
れ
る

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

今
月
は
年
度
替
わ
り
で
す
の
で
、「
会

費
納
入
の
お
願
い
」
の
通
知
と
郵
便
振

替
用
紙
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
出
費
の
多
い
時
期
で
恐
縮
で
す
が
、

日
本
サ
イ
科
学
会
の
活
動
は
皆
様
の
年

会
費
で
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

早
め
の
お
振
り
込
み
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

恐
縮
で
す
が
、
御
寄
付
を
し
て
い
た

だ
け
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、

郵
便
振
替
用
紙
に
そ
の
金
額
を
記
入
し
、

年
会
費
に
追
加
し
て
、
お
振
り
込
み
い

た
だ
け
れ
ば
、
有
り
難
い
で
す
。

前
は
、別
の
世
界（
あ
の
世
?
）に
い
て
、

肉
体
を
持
た
な
い
存
在（
霊
?
）
だ
っ

た
。
そ
こ
か
ら
飛
ん
で
来
て
、
母
親
を

選
ん
で
胎
内
に
入
っ
た
」
と
、
証
言
し

て
い
る
の
で
す
。
驚
き
の
証
言
で
す
が
、

空
想
や
宗
教
の
問
題
で
は
な
く
、
正
に
、

科
学
の
検
証
の
対
象
と
言
う
こ
と
に
な

り
ま
す
ね
。
当
日
の
後
半
は
、
池
川
先

生
の
講
演
と
、
子
供
た
ち
の
お
母
さ
ん

も
交
え
た
質
疑
応
答
で
す
。

※
今
回
の
本
部
例
会
は“
生
ま
れ
る
前

※ 

三
月
と
五
月
の
本
部
例
会
は
休
会
と

な
り
ま
す
。

　

 

三
月
は
分
科
会
・
気
づ
き
と
宇
宙
生

命
研
究
分
科
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
月
号
の
記
事

◎
四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
第
26
回
全
国
大
会
発
表
募
集

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
三
月
、
四
月
、

　

五
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
中
部
サ
イ
科
学
会
三
月
定
例
会
予
告

◎
第
4
回
分
科
会 

気
づ
き
の
予
告

◎
第
30
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
の

　

お
知
ら
せ

◎
平
成
27
年
6
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

◎
菱
形
オ
ー
ブ
の
動
的
な
観
測
と
変
化

　

傾
向
に
つ
い
て

◎
健
康
と
S
W
Ⅱ

の
記
憶
”
に
つ
い
て
、
実
際
に
子
供
た

ち
の
お
話
を
聞
い
て
、
お
母
さ
ん
た
ち

も
含
め
た
質
疑
応
答
、
そ
の
後
こ
の
分

野
の
研
究
を
続
け
て
お
ら
れ
る
池
川
明

医
師
の
御
講
演
で
よ
り
深
い
理
解
を
い

た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を
お

誘
い
し
て
、
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。
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◎
池
川
明
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

内
科
・
産
婦
人
科
医
師
。

1
9
5
4
年　

東
京
都
生
ま
れ
。

帝
京
大
学
医
学
部
大
学
院
卒　

上
尾
中

央
総
合
病
院
産
婦
人
科
部
長
。

1
9
8
9
年　

池
川
ク
リ
ニ
ッ
ク
開
設

基
本
的
に
薬
を
使
わ
な
い
方
針
で
治
療
。

2
0
0
1
年　

全
国
保
険
医
団
体
連
合

医
療
研
究
会
で
、「
胎
内
記
憶
」
に
つ
い

て
発
表
。

2
0
0
3
～
2
0
0
4
年　

長
野
県

諏
訪
市
と
塩
尻
市
で
公
設
保
育
園
の

3
6
0
1
名
を
対
象
に
、
胎
内
記
憶
と

誕
生
記
憶
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

回
答
1
6
2
0
件
の
38
%
の
子
供
に
出

産
前
の
記
憶
が
あ
っ
た
こ
と
を
発
表
。

国
内
外
で
子
供
た
ち
の
記
憶
に
関
す
る

講
演
活
動
。

著
書
：「
お
ぼ
え
て
い
る
よ
。
マ
マ
の
お

な
か
に
い
た
と
き
の
こ
と
」「
子
ど
も
は

親
を
選
ん
で
生
ま
れ
て
く
る
」「
胎
内
記

憶
で
わ
か
っ
た
、
子
ど
も
も
マ
マ
も
幸

せ
に
な
る
子
育
て
」な
ど
多
数
。

◎
南
山
み
ど
り
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

た
い
わ
士
。

一
般
社
団
法
人
日
本
た
い
わ
協
会
代
表

理
事
、
ヒ
ー
リ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
「
天
使

の
笑
顔
」代
表
。

自
死
遺
族
支
援
自
助
・
他
助
グ
ル
ー
プ

「
あ
ん
じ
ゅ
」「
虹
の
か
け
は
し
」代
表
。

い
じ
め
対
策
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
。

自
身
、
誕
生
記
憶
を
持
ち
、
二
男（
ジ

ュ
ン
）
を
自
死
で
亡
く
し
、
そ
の
子
が
、

娘（
い
ず
み
）の
息
子（
カ
ズ
ヤ
）と
し
て

再
生
し
て
き
た
体
験
を
持
つ
。
カ
ズ
ヤ

は
こ
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
す
る
。

著
書
：「
宇
宙
チ
ル
ド
レ
ン（
池
川
明
医

師
と
の
共
著
）」「
わ
が
子
が
育
て
づ
ら

い
と
感
じ
た
と
き
に
読
む
本
」「
マ
マ
が

「
い
い
よ
」
っ
て
言
っ
て
く
れ
た
か
ら
、

生
れ
て
こ
れ
た
ん
だ
よ
」

日
時　

平
成
29
年
4
月
15
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
1
研
修
室

交
通　

 
J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員 

二
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般 

三
千
円　

学
生 
一
千
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　　

一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
2
／
1
受
領
分
ま
で
）

金
一
万
円
也　
　
　

加
藤　

佳
宣　

様

平
成
29
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
26
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
に
北
と
ぴ
あ
に
て
、

開
催
さ
れ
ま
す
。
会
員
の
研
究
発
表
+

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
テ
ー
マ
は
次
号
告
知
）

が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
会
員
の

皆
様
に
は
積
極
的
な
発
表
ご
参
加
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
で
も
、
そ
う

で
な
く
て
も
O
K
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現
在
も
し

く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り
を
し
て

ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象（
U
�F�

O
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃
と
原
因
の

推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ
現
象
の
仮

説（
理
論
）
な
ど「
サ
イ
」
に
関
連
す
る

こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご

自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を
ま
と
め
て
、

発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容（
2
0
0
字
く
ら
い
）
を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
全
国
大
会
で
の
発
表
は
で
き
な
い
が
、

論
文
集「
サ
イ
科
学
」
の
資
料
と
し
て
、

発
表
し
た
い
原
稿
も
募
集
致
し
ま
す
。

「
サ
イ
科
学　

2
0
1
6
」の
編
集
後
記

を
よ
く
読
ん
で
、
応
募
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

ア
マ
ゾ
ン
、
イ
ン
デ
ィ
オ
か
ら

の
伝
言

　
　
　
　
　

講
師　

南　

研
子 

氏

�

（
熱
帯
森
林
保
護
団
体
代
表
）

日
時　

平
成
29
年
3
月
18
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
二
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

四
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
の
叡
智

マ
ル
マ
・
セ
ラ
ピ
ー

　
　
　
　

講
師　

金
子　

栄
子 

氏

日
時　

平
成
29
年
4
月
15
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

神
社
と
経
営
心
理
学
を
使
っ
て

成
功
す
る
方
法

　
　
　
　

講
師　

大
和　

栄
一 

氏

日
時　

平
成
29
年
5
月
20
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
29
年
3
月
25
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
～
5
時

会
場　

博
愛
癒
院（
ゆ
う
い
ん
）

　
　
　

名
古
屋
市
港
区
名
四
町
1
1
3 

交
通　

 

地
下
鉄
名
港
線
「
港
区
役
所
」

駅
下
車　

徒
歩
15
分　

会
費　

一
〇
〇
〇
円
（
会
員
・
一
般
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

問
合
せ
0
5
2
・
6
5
1
・
3
7
9
9

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
4
回　

分
科
会 

気
づ
き

日
時　

平
成
29
年
3
月
5
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
8
階
8
0
8
会
議
室

�

（
東
京
都
北
区
王
子
1
・
11
・
1
）

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　
　

五
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

一
〇
〇
〇
円

講
演　
「
原
理
的
視
点
に
つ
い
て
」

講
師　

浪
平　

博
人
氏

�

（
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
30
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京
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駅
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〇
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サ
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ギ
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学
会
）

　
　
　

一
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二
〇
〇
〇
円

・
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

・ 

当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
参

加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。
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端
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
&

超
人
を
生
む
自
律
神
経
の
開
発

　
　
　
　

講
師　

末
武　

信
宏 

氏

た
だ
今
ご
紹
介
に
あ
ず
か
り
ま
し
た

末
武
信
宏
と
申
し
ま
す
。
私
は
本
業
が

美
容
外
科
医
で
し
て
、
元
々
大
学
を
卒

業
し
ま
し
て
、
第
一
外
科
に
入
局
し
ま

し
た
が
、
人
が
亡
く
な
る
と
い
う
の
が

自
分
に
合
わ
な
い
な
、
と
い
う
こ
と
で
、

今
の
状
態
を
さ
ら
に
向
上
パ
フ
ォ
ー
マ



ン
ス
さ
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず

は
美
容
外
科
の
方
を
主
と
し
て
、
診
療

に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。

今
私
が
や
っ
て
い
る
の
は
、
3
つ
の

こ
と
で
す
。
1
つ
は
美
容
外
科
・
美
容

皮
膚
科
診
療
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
」
と
い
う
見
た
目
を

美
し
く
し
た
り
、
見
た
目
を
若
く
す
る

と
い
う
こ
と
と
、
そ
れ
か
ら
今
、
順
天

堂
大
学
医
学
部
の
方
で
、
小
林
弘
幸
と

い
う
、
よ
く
テ
レ
ビ
に
も
ご
出
演
さ
れ

て
い
る
教
授
と
一
緒
に
、
自
律
神
経
と

い
う
人
間
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
研
究
開

発
を
基
に
、
多
く
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
の
指
導
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

（
→
ス
ポ
ー
ツ
メ
デ
ィ
ス
ン
）

も
う
一
つ
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
、

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
研
究
、
こ
れ
は
日

本
サ
イ
科
学
会
と
も
関
係
あ
る
お
話
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

今
か
ら
20
年
く
ら
い
前
か
ら
、
退
行
催

眠
に
よ
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
エ
リ
ア

に
い
ろ
い
ろ
な
方
を
誘
導
し
て
、
そ
こ

か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
取
る
と
い
う
こ
と

を
当
た
り
前
の
よ
う
に
や
っ
て
お
り
ま

し
た
。

実
は
私
の
母
親
が
そ
う
い
う
能
力
が

あ
っ
て
、
私
が
小
さ
い
頃
か
ら
そ
う
い

う
の
を
見
て
育
っ
た
の
で
、
い
わ
ゆ
る

世
間
で
言
う「
超
能
力
」と
い
う
の
は
小

さ
い
頃
は
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
お
り

ま
し
た
。
大
き
く
な
っ
て
、
ど
う
も
そ

う
い
う
の
は
普
通
の
人
と
違
う
、
と
い

う
こ
と
が
判
り
ま
し
て
、
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
方
々
、
例
え

ば
身
内
の
亡
く
な
っ
た
方
と
お
話
が
し

た
い
と
か
、
自
分
の
生
き
て
き
た
使
命

が
ど
う
し
て
も
分
か
ら
な
い
方
と
か
、

人
生
に
お
い
て
ど
う
し
て
も
解
決
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
悲
し
み
に
対
し
て
、

解
決
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
て
お
り
ま
す
。

※
最
初
に
美
容
外
科
・
美
容
皮
膚
科
の

種
々
の
診
療
の
ご
紹
介
が
あ
り
、
ス
ポ

ー
ツ
選
手
に
対
す
る
P
R
P
療
法
を

解
説
さ
れ
ま
し
た
。

P
R
P
療
法
は
、
腕
の
静
脈
か
ら
20 

C
C
位
の
採
血
を
し
て
、
遠
心
分
離
し

て
、「
赤
血
球
と
白
血
球
」
と「
血
小
板

を
含
ん
だ
血
漿
」
を
分
離
し
ま
す
。
こ

の
高
濃
度
の
血
小
板
血
漿
を
、
痛
ん
だ

膝
と
か
、
肩
と
か
、
肘
と
か
、
ア
キ
レ

ス
腱
に
注
射
し
て
、
治
療
を
促
進
し
ま

す
。パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ハ
イ
ジ
ャ
ン
プ

日
本
代
表
で
、
シ
ド
ニ
ー
、
ア
テ
ネ
、

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
旗
手
も
務
め

た
鈴
木
徹
選
手
は
、
片
足
で
2
メ
ー
ト

ル
ジ
ャ
ン
プ
す
る
の
で
す
が
、
や
は
り

片
足
に
大
変
な
負
荷
が
か
か
る
の
で
、

膝
の
靱
帯
と
腱
が
慢
性
的
な
炎
症
で
ど

の
病
院
で
も
治
せ
な
い
と
き
、
為
末
大

選
手
が
P
R
P
療
法
で
復
活
し
た
と
い

う
新
聞
記
事
を
読
み
、
私
の
と
こ
ろ
に

来
ま
し
た
。
歩
行
も
困
難
な
状
態
で
し

た
が
、
P
R
P
療
法
を
施
し
て
、
ロ
ン

ド
ン
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
2
0
1
2
）

で
4
位
入
賞
し
、
昨
年（
2
0
1
4
）

の
ア
ジ
ア
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
金

メ
ダ
ル
を
取
り
ま
し
た
。
今
年（
2
�0�

1
5
）
の
I
P
C
陸
上
競
技
G
P（
サ

ン
パ
ウ
ロ
）
で
も
2
・
0
0
メ
ー
ト
ル

の
日
本
新
記
録
を
作
り
ま
し
た
。
リ
オ

（
2
0
1
6
）
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も

出
る
こ
と
は
確
実
で
す
が
、
東
京
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク（
2
0
2
0
）
ま
で
サ
ポ
ー

ト
で
き
た
ら
な
、
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
諸
藤
将
次
プ
ロ

は
ド
ラ
イ
バ
ー
で
は
日
本
一
飛
ば
し
屋

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
左
手
親
指
の

種
子
骨
が
潰
れ
て
神
経
障
害
を
起
こ
し
、

多
く
の
病
院
を
訪
ね
ま
し
た
が
、
手
術

し
か
な
い
、
ま
た
そ
れ
が
成
功
す
る
確

率
も
半
々
で
す
し
、
何
シ
ー
ズ
ン
も
棒

に
振
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、

一
か
八
か
で
P
R
P
療
法
を
や
っ
て
み

ま
し
た
。
結
果
、
痛
み
が
ま
っ
た
く
無

く
な
り
ま
し
て
、
今
期
か
ら
シ
ー
ズ
ン

に
復
活
で
き
ま
し
た
。

　

血
小
板
と
い
う
の
は
、
皆
さ
ん
は
学

校
で
血
液
の
凝
固
に
関
わ
る
と
習
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

成
長
因
子
で
あ
る
α
顆
粒
が
沢
山
含
ま

れ
て
い
ま
し
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
傷
の

修
復
が
で
き
る
、
そ
れ
を
応
用
し
て
肌

の
若
返
り
に
も
使
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

横
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
ダ
イ
エ
ッ

ト
で
き
る
方
法
が
あ
り
ま
し
て
、

「Focused Field RF A
pplicator

」と

い
う
機
器
で
、
ド
ー
ム
の
中
に
入
っ
て
、

1
秒
間
に
27
万
回
分
子
の
振
動
を
起
こ

し
ま
し
て
、
熱
を
発
生
さ
せ
ま
す
。

皮
膚
と
筋
肉
と
脂
肪
で
イ
ン
ピ
ー
ダ

ン
ス
が
違
う
の
で
、
主
と
し
て
脂
肪
に

熱
を
発
生
さ
せ
ま
す
。
人
間
の
身
体
は

45
度
以
上
に
な
る
と
細
胞
が
分
解
を
起

こ
し
ま
す
が
、
脂
肪
だ
け
を
分
解
さ
せ

ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
で
開
発
さ
れ
た「
部

分
痩
身　

先
端
シ
ス
テ
ム
」
で
す
。
4

回
ほ
ど
の
施
術
で
脂
肪
が
か
な
り
取
れ

ま
す（
ア
ポ
ト
ー
ス
シ
ス
）。

現
代
は
医
療
機
器
の
技
術
が
進
ん
で

い
ま
し
て
、「
有
害
・
必
須
・
参
考
ミ
ネ

ラ
ル
総
合
解
析
シ
ス
テ
ム（
O
L
I
G
O 

S
C
A
N
）」
に
よ
っ
て
、
手
の
ひ
ら
を

セ
ン
サ
ー
で
測
定
し
、
こ
の
情
報
が
ル

ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
送
信
さ
れ
て
、
わ
ず

か
数
十
秒
で
そ
の
人
の
体
内
に
あ
る
ミ

● ❹●



ネ
ラ
ル
の
量
が
分
光
解
析
さ
れ
ま
す
。

日
本
人
は
だ
い
た
い
ニ
ッ
ケ
ル
が
多

い
方
で
す
が
、
こ
れ
は
ニ
ッ
ケ
ル
缶
で

い
ろ
い
ろ
飲
ん
だ
り
、
ニ
ッ
ケ
ル
成
分

の
入
っ
た
鍋
で
料
理
す
る
か
ら
で
し
ょ

う
。
寿
司
屋
の
大
将
は
、
か
な
り
水
銀

が
多
く
出
ま
す
。
こ
れ
は
、
マ
グ
ロ
が

最
終
的
な
食
物
連
鎖
で
水
銀
の
量
が
多

い
の
で
す
が
、
寿
司
屋
の
大
将
は
そ
れ

を
よ
く
食
べ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

そ
う
い
う
こ
と
で
、
こ
の
機
器
に
よ

り
身
体
の
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
な
ど
も

判
り
ま
す
の
で
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン

グ
等
で
、
私
ど
も
も
使
っ
て
お
り
ま
す
。

今
日
の
も
う
一
つ
の
本
題
で
す
が
、

自
律
神
経
は
い
わ
ゆ
る
超
能
力
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
に
関
連
あ
り
ま
す
。
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
と
い
う
と
、
皆
さ
ん
は
肉
体
や

筋
肉
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
重
点
を
置
か

れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
無
意

識
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
の
は
、

す
べ
て
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
す
な
わ
ち
自

律
神
経
で
す
。
実
は
お
医
者
さ
ん
も
自

律
神
経
の
こ
と
は
、
生
理
学
で
少
し
学

ぶ
だ
け
な
の
で
、
あ
ま
り
知
ら
な
い
の

で
す
。

　

自
律
神
経
は
、
交
感
神
経
と
副
交
感

神
経
が
あ
っ
て
、
体
の
中
に
す
ご
い
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が

恐
怖
を
感
じ
た
と
き
に
、
ど
う
い
う
こ

と
が
体
の
中
で
起
こ
る
か
と
言
い
ま
す

と
、
心
拍
数
が
上
が
り
、
気
管
が
拡
張

し
ま
す
、
汗
が
出
ま
す
、
瞳
孔
が
開
き

ま
す
、
骨
格
筋
に
血
流
を
増
や
し
ま
す
、

消
化
管
の
血
流
が
遮
断
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
極
限
の
ス
ト
レ
ス
が
加
わ
っ

た
と
き
と
い
う
の
は
、
戦
闘
モ
ー
ド
、

あ
る
い
は
逃
避
モ
ー
ド
と
な
り
ま
す
。

そ
の
と
き
に
、
皆
さ
ん
は
考
え
て
心
拍

数
を
上
げ
た
り
、
考
え
て
汗
を
出
し
た

り
し
ま
せ
ん
よ
ね
。
こ
れ
は
全
部
、
自

律
神
経
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
の

で
す
。

　

逆
に
食
事
を
し
た
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
テ
レ
ビ
を
見
た
り
し
て
い
る
と
き

は
、
副
交
感
神
経
が
関
わ
り
ま
す
。
副

交
感
神
経
機
能
と
い
う
の
は
、
脳
神
経

の
3
：
動
眼
神
経
、
7
：
顔
面
神
経
、

9
：
舌
咽
神
経
、
10
：
迷
走
神
経
が
関

わ
り
、
主
に
迷
走
神
経
が
発
生
の
75
%

を
占
め
る
と
言
わ
れ
て
い
て
、
多
く
の

臓
器
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
、
仙
髄
の
S
2
～
S
4

に
お
い
て
、
生
殖
器
や
膀
胱
や
下
部
の

大
腸
等
を
支
配
し
て
い
る
神
経
が
あ
り

ま
す
。

交
感
神
経
は
、
頭
蓋
骨
底
か
ら
脊
椎

を
走
っ
て
い
る
交
感
神
経
幹
と
い
う
と

こ
ろ
か
ら
、
全
身
至
る
所
に
張
り
巡
ら

さ
れ
て
、
こ
れ
が
緻
密
に
レ
ギ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
て
、
皆
さ
ん
の
体
温
調
整
と

か
、
消
化
と
か
、
皆
さ
ん
が
無
意
識
に

生
き
て
い
る
こ
と
を
司
っ
て
い
る
神
経

で
す
。

脳
波
等
で
の
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
は
エ
ビ
デ
ン
ス
が
な
い
、
と
私
ど
も

は
言
い
切
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
定
量

評
価
で
き
な
い
の
で
す
が
、
自
律
神
経

は
す
べ
て
数
値
で
表
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ

ん
な
に
も
レ
ギ
ュ
レ
ー
ト
さ
れ
た

神
経
の
こ
と
を
、
本
当
は
も
う
少
し
医

学
部
で
も
教
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

で
す
け
れ
ど
、
残
念
な
が
ら
今
で
は
医

学
部
で
は
教
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

副
交
感
神
経
と
い
う
の
は
、
脳
幹
の

3
、
7
、
9
、
10
番
か
ら
出
て
い
て
、

特
に
頭
部
に
、
唾
液
を
出
し
た
り
、
瞳

孔
を
開
い
た
り
、
非
常
に
重
要
な
人
間

の
生
命
活
動
が
あ
り
、
10
番
の
迷
走
神

経
と
い
う
の
は
、
心
臓
や
消
化
管
等
の

臓
器
を
司
っ
て
い
ま
す
。

実
は
副
交
感
神
経
と
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
、
瞑
想
、
禅
、
武
道
、
ヨ
ガ
、

ピ
ラ
テ
ィ
ス
と
の
関
連
性
は
い
ろ
い
ろ

な
論
文
が
、
主
に
ア
メ
リ
カ
で
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

交
感
神
経
は
興
奮
さ
せ
る
神
経
で
、

交
感
神
経
が
あ
ま
り
に
も
刺
激
さ
れ
る

と
パ
ン
ク
し
て
し
ま
う
の
で
す
ね
。

パ
ソ
コ
ン
の
古
い
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ

O
S
よ
り
も
最
新
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ

O
S
の
方
が
、
最
新
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
・
ソ
フ
ト
を
ス
ム
ー
ス
に
動
か
せ

ま
す
。
人
間
の
自
律
神
経
も
同
じ
で
し

て
、
い
く
ら
ハ
ー
ド
の
筋
力
を
ア
ッ
プ

し
て
も
、
神
経
機
能
を
向
上
さ
せ
な
け

れ
ば
不
具
合
が
生
じ
ま
す
。

自
律
神
経
の
機
能
を
上
げ
る
こ
と
は
、

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
と
っ
て
は
絶
対

必
要
条
件
で
す
し
、
皆
さ
ん
が
も
し
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
能
力
を
磨
こ
う
と
す

る
な
ら
ば
、
自
律
神
経
の
ト
ー
タ
ル
パ

ワ
ー
を
上
げ
る
の
が
一
番
で
す
。
自
信

を
持
っ
て
、
断
言
で
き
ま
す
。

●❺ ●



米
国
等
で
P 

T 

S 

D（
心
的
外
傷
後

ス
ト
レ
ス
障
害
）を
治
療
す
る
の
に
も
使

わ
れ
る
T 
F 
T
療
法（T

hought Field 
T

herapy 
「
思
考
場
療
法
」）
も
、
自
律

神
経
と
確
実
に
関
係
が
あ
る
と
い
う
論

文
も
多
数
出
て
い
ま
す
。

1 

9 

6 

0
年
代
に
旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
、

現
在
の
ロ
シ
ア
で
始
ま
っ
た
H 
R 

V

（heart rate variability

：
心
拍
変
動
）

の
揺
ら
ぎ
に
よ
る
、
自
律
神
経
機
能
評

価
は
、
最
初
は
宇
宙
開
発
や
軍
事
利
用

が
目
的
で
し
た
。
そ
し
て
、
現
在
も
こ

の
分
野
の
研
究
で
は
、
ロ
シ
ア
と
ア
メ

リ
カ
が
リ
ー
ド
し
て
い
ま
す
。
残
念
な

が
ら
日
本
で
は
、
私
ど
も
と
一
部
の
研

究
者
し
か
臨
床
応
用
は
し
て
い
な
い
で

す
。

　
◎
H
R
V
周
波
数
解
析
指
数

・
ト
ー
タ
ル
パ
ワ
ー（
A
N
S
）

・
V
L
F
（
A
N
S
、
体
温
調
節
、
レ

　

ニ
ン
・
ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
系
、
ホ

　

ル
モ
ン
）

・
L
F（
S
N
S
、
P
N
S
）

・
H
F（
P
N
S
）

・
L
F
／
H
F（
S
N
S
）

・
L
F
補
正
値

・
H
F
補
正
値

［
参
考
］

V 

L 

F
：
低
周
波
数
成
分（0-0.05H

z

）

に
は
血
管
運
動
活
動
、
レ
ニ
ン
・
ア
ン

ジ
オ
テ
ン
シ
ン
系
、
そ
し
て
体
温
調
節

を
反
映

L 

F
：
中
間
周
波
数
成
分（0.05-0.20

H
z

）は
圧
受
容
体
系
の
反
映

H 

F
：
高
周
波
数
成
分（0.20-0.35H
z

）

は
呼
吸
変
動
の
反
映

・
副
交
感
神
経
刺
激
に
対
す
る
迅
速
な

心
拍
応
答
と
、
交
感
神
経
刺
激
に
対
す

る
緩
徐
な
応
答
の
た
め
そ
れ
ぞ
れ
交
感

神
経
、
副
交
感
神
経
優
位
の
周
波
数
帯

の
差
が
生
ず
る
。

・
H
F
成
分
は
呼
吸
に
よ
っ
て
生
ず
る

副
交
感
神
経
活
動
に
よ
っ
て
影
響
を
受

け
る

・
L
F
成
分
は
交
感
神
経
と
副
交
感
神

経
活
動
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る

・
V
L
F
成
分
は
主
と
し
て
交
感
神
経

活
動
、
一
部
副
交
感
神
経
活
動
に
よ
り

影
響
を
受
け
る

・
L
F
／
用
い
ら
れ
る
。

現
在
こ
れ
ら
の
H 

R 

V
周
波
数
解
析

指
数
は
、
ス
マ
ホ
（iPhone

）
の
健
康

管
理
ア
プ
リ
「
ス
ト
レ
ス
ス
キ
ャ
ン
」

と
し
て
、
我
々
も
使
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

H
R
V
に
よ
り
、
病
気
の
前
段
階
や

実
際
に
病
気
で
あ
る
と
か
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
判
り
、
生
体
情
報
と
し
て
血

圧
以
上
に
重
要
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
医

学
部
で
は
教
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
従

っ
て
、
自
律
神
経
機
能
検
査
が
で
き
る

こ
と
を
、
多
く
の
医
師
は
知
り
ま
せ
ん
。

多
く
の
医
師
は
自
律
神
経
を
語
る
が
検

査
を
し
た
こ
と
も
無
い
、
こ
れ
が
日
本

の
現
状
で
す
。

　

肝
機
能
異
常
は
、
A
S
T（
G
O
T
）、

A
L
T（
G
P
T
）の
数
値
で
評
価
す
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
律
神
経
デ
ー
タ

も
な
い
ま
ま
、
患
者
さ
ん
に

・
自
律
神
経
が
乱
れ
て
い
ま
す
ね
。

・
自
律
神
経
に
異
常
が
あ
り
ま
す
ね
。

・
自
律
神
経
が
問
題
で
す
。

と
断
言
す
る
医
師
が
い
ま
せ
ん
か
?

→
何
を
根
拠
に
自
律
神
経
を
語
る
の
で

し
ょ
う
か
?

自
律
神
経
を
測
っ
て
何
を
す
る
か
と

い
い
ま
す
と
、
我
々
は
自
律
神
経
機
能

を
向
上
す
る
手
法
の
開
発
を
研
究
し
て

い
ま
す
。
医
学
的
根
拠
が
な
い
健
康
法

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
法
、
サ

プ
リ
メ
ン
ト
が
蔓
延
し
て
い
ま
す
が
、

自
律
神
経
機
能
を
考
慮
し
た
研
究
が
必

須
で
あ
り
ま
す
。

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
健
康
法
、

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
開

発
が
必
要
で
す
。
副
交
感
神
経
機
能
向

上
の
手
法
と
し
て
、
順
天
堂
大
学
で
開

発
し
た
「
セ
ル
・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」
で

あ
っ
た
り
、
従
来
か
ら
あ
る
太
極
拳
、

ヨ
ガ
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
等
の
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
、
ま
た
鍼
灸
、
タ
ッ
ピ
ン
グ
、
呼
吸

法
、
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
、
腸
内
環
境
改

善
す
る
と
、
自
律
神
経
機
能
が
上
が
る

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

● ❻●



こ
れ
は
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金

メ
ダ
ル
を
取
っ
た
、
あ
る
選
手
の
自
律

神
経
機
能
の
デ
ー
タ
で
あ
り
ま
す
。

（
左
側
の
大
き
な
枠
全
部
）

縦
軸
が
副
交
感
神
経
レ
ベ
ル
、
横
軸

が
交
感
神
経
レ
ベ
ル
を
表
し
、
中
の
濃

い
色
の
正
方
形
の
枠
内
が
一
般
人
の
レ

ベ
ル
で
す
。
こ
れ
を
見
て
、
私
が「
絶

対
金
メ
ダ
ル
だ
ね
。」と
言
い
ま
し
た
ら
、

彼
は
毎
月
1
回
ア
メ
リ
カ
に
バ
イ
オ
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
つ
ま

り
自
律
神
経
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
行
っ

て
い
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
は
私

の
予
想
通
り
、
金
メ
ダ
ル
を
取
り
ま
し

た
。
緊
張
の
中
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る

能
力
と
い
う
の
は
、
こ
の
レ
ベ
ル
は
超

人
で
す
ね
。

金
メ
ダ
ル
獲
得
に
は
、
自
律
神
経
機

能
向
上
が
鍵
と
い
う
こ
と
で
、
今
私
ど

も
は
こ
う
い
っ
た
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

に
指
導
し
て
、
め
ざ
ま
し
い
成
果
が
出

て
い
ま
す
。
実
際
、
ロ
シ
ア
の
科
学
ア

カ
デ
ミ
ー
で
は
、
火
星
の
有
人
探
査
計

画
（
M
A
R
S
・
5
0
0
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
2
0
0
9
～
2
0
1
1
）と
し
て
、

地
上
で
の
6
名
の
閉
鎖
空
間
滞
在
実
験

を
行
い
、
自
律
神
経
の
機
能
が
ど
う
な

っ
た
か
を
調
べ
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

判
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
米
国
国
防
省
で
は
、
イ
ー
ス

ト
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
と
組
ん

で
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
イ
ラ
ク
の
帰

還
兵
で
P 

T 

S 

D
で
非
常
に
悩
み
、
心

と
体
が
壊
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
方
が
多

い
の
で
、
そ
う
い
う
方
々
にBIO

CO
M

 
T

ECH
N

O
LO

GY

社
製
の
自
律
神
経
機

能
計
測
シ
ス
テ
ム
で
測
定
し
て
、
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ケ
ア
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
米
ロ
で
は
軍
事
と
宇

宙
医
学
に
莫
大
な
額
の
研
究
費
が
投
資

さ
れ
、
そ
こ
で
最
先
端
の
も
の
と
し
て
、

自
律
神
経
機
能
測
定
の
シ
ス
テ
ム
が
使

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
シ
ス
テ
ム
を

私
は
、
も
う
15
年
以
上
使
っ
て
、
多
く

の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
測
定
、
指
導

を
し
て
お
り
ま
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ツ
ー
ル
と
し
て
、
バ

イ
オ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
し
て
、
す
べ
て
は
細
胞
の
血
流
を
良

く
す
る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
あ
り
、

自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
、
副
交

感
神
経
機
能
を
ア
ッ
プ
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。
セ
ル
・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
は
自

律
神
経
機
能
向
上
、
細
胞
へ
の
血
流
増

加
を
主
た
る
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

旧
ソ
ビ
エ
ト
で
は
、
宇
宙
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
長
期
滞
在
し
た
宇
宙
飛
行
士
や

原
子
力
潜
水
艦
の
乗
務
員
が
、
業
務
退

職
後
自
律
神
経
異
常
で
突
然
死
が
多
発

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
多
大
な
ス
ト
レ
ス

に
よ
る
自
律
神
経
機
能
破
綻
が
原
因
で

あ
り
、
人
間
の
自
律
神
経
機
能
を
測
定

す
る
こ
と
は
、
健
康
面
以
外
で
宇
宙
飛

行
士
や
軍
人
に
必
須
で
あ
っ
た
の
で
す
。

旧
ソ
ビ
エ
ト
が
崩
壊
し
て
、そ
の
科
学
者

が
ロ
シ
ア
に
亡
命
し
て
、
立
ち
上
げ
た

会
社
がBIO

CO
M

 T
ECH

N
O

LO
GY

社
で
、
そ
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
も
う
15
年

以
上
私
は
使
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
実
験

研
究
、
そ
れ
か
ら
検
査
結
果
の
情
報
収

集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
等
の
レ
ー

シ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
5
G
と
い
う

一
般
の
方
な
ら
1
回
で
失
神
し
て
し
ま

う
よ
う
な
シ
ョ
ッ
ク
が
レ
ー
ス
中
何
十

回
か
か
っ
て
も
、
時
速
3
0
0
キ
ロ
を

超
え
る
レ
ー
シ
ン
グ
走
行
が
で
き
る
超

人
で
す
。
あ
る
レ
ー
シ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ

ー
が
、
非
常
に
成
績
が
悪
い
の
で
、
何

と
か
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
私

の
と
こ
ろ
に
来
た
の
で
す
が
、
自
律
神

経
を
測
定
し
ま
し
た
ら
、
機
能
が
非
常

に
低
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

症
状
と
し
て
は
、
眠
れ
な
い
、
下
痢

し
て
い
る
、
す
ぐ
風
邪
を
ひ
い
て
し
ま

う
、
口
内
炎
が
で
き
る
、
集
中
力
が
続

か
な
い
、
と
い
う
明
ら
か
に
副
交
感
神

経
機
能
が
低
下
し
て
い
て
、
リ
ラ
ク
ゼ

ー
シ
ョ
ン
で
き
て
い
な
い
の
で
す
。

　

よ
く
よ
く
聞
い
て
み
る
と
、
ウ
エ
イ

ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ば
か
り
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
、
筋
肉
ば
か
り
肥
大
し
て

肝
心
の
と
き
に
筋
肉
の
方
に
血
流
が
行

っ
て
、
脳
に
血
流
が
行
か
な
い
の
で
、

自
律
神
経
が
働
い
て
も
、
脳
の
集
中
力

が
保
て
な
い
の
で
す
。
と
い
う
こ
と
で

す
べ
て
の
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

止
め
さ
せ
て
、
自
律
神
経
機
能
を
上
げ

る
呼
吸
法
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
だ
け
を
し

た
ら
、
自
律
神
経
の
機
能
が
ア
テ
ネ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を
取
っ
た
選

手
の
よ
う
に
な
り
、
す
ぐ
優
勝
し
て
、

ス
ー
パ
ー
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
の
2
0
0
7

年
、
2
0
0
8
年
、
年
間
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
な
り
ま
し
た
。

2
0
0
9
年
の
F
1
総
合
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
が
私
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
遊
び
に
来

た
と
き
に
、
自
律
神
経
を
測
定
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
ら
、
や
は
り
交
感
神

経
も
副
交
感
神
経
も
非
常
に
高
く
バ
ラ

ン
ス
が
取
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
私
の
デ
ー
タ
で
す
が
、
指
導

者
と
し
て
私
も
副
交
感
神
経
優
位
で
、

交
感
神
経
機
能
も
高
く
、
ト
ー
タ
ル
パ

ワ
ー
が
非
常
に
強
い
で
す
。
私
は
緊
張

し
な
い
で
す
し
、
集
中
力
も
か
な
り
あ

る
と
思
い
ま
す
。（
続
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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ン群（荷電粒子）間に対流が生じ、大気の陰・
陽イオン群が形成され、イオン・ボール（オー
ブ）が形成され易くなる。

4−1）実験結果のまとめ
実験結果の特徴として、（1）形の大小、距

離の遠近にかかわらず、図1の（標準）図形の
ような、菱形状のオーブが観測されている。

（2）菱形ADBCを形成する十字形の骨組み
（APBとCPDの組合せ）と方向は不変である。
（3）菱形の骨組みの縦線APBは地球の磁力線
方向（N極からS極への経度線）に一致してい
る様子。（4）横線のCPDは地球の緯度線方向

（例、赤道）に一致している様子である。菱形
4角形の諸変化をみると、（5）横方向のADB並
びにACBは円弧状に変化する場合があるが、
縦方向のCAD並びにCBDは変わらない傾向
がある。つまり、上下方向には変わらないで、
斜方向に変化する傾向がある。

4－2）菱形オーブモデル
観察・測定結果を都合よく説明するために、

図2のモデル（仮定）を提案する。ベクトル群
の上半分は前報（PSIJ、報告予定）と内容的に
ほぼ同一であり、下半分を追加して図2とし
た。図2において、中心部の点線で示した縦と
横の直線は図1のAPB、CPD線を表している。
図2の横方向に書いてある説明は、4種類の異
なる巴型スピン対群をベクトルで表示したも
の。一番上にある陽電子と電子は一対の大き

な巴型右回りスピン群。その下の陰イオンと陽
イオンは小さな巴型左回りスピン対群。横点
線より下にある陽イオンと陰イオンは右回り巴
型スピン対群。その下の電子と陽電子は左回
り巴型スピン対群を意味している。これらの中
心には核としてのエアゾールがある。

図2を用いて諸変化を説明する。大きなベク
トルの陽電子・電子対は縦方向にある点線と
同じ方向であり、S極からN極に向かう地球磁
力線と一致している。図のベクトルは磁力線
を意味しているので、この一致が、菱形オー
ブのAPBの方向は変わらないという理由の一
つとなるのだろう。他方、ベクトルのスピンの

（回転の）方向はベクトルと直交しているので、
電流の流れる方向をしめしている。つまり、巴
型スピン対群の回転方向は電流の流れる方向
を示し、ベクトルは地球の磁力線方向と一致
している。地球の磁力線方向はほぼ不変なの
で、菱形オーブの方向APBもほぼ不変となっ
ている。これに対し、電流方向としての横方
向（CPD）は、オーブが持つクーロン力の遠距
離作用力のために、様々に変動があり、結果
として菱形の横方向が（形が）変わる原因に
なっているのであろう、と推定している。

さらに、体外にあるオーブと被験者の意識
との間には、様々な情報の交換がある。これ
は一種のマクロPKである。このとき、被験者
の皮膚（チャクラ）からはバイオホトン、プラ
ナ、微細真素粒子などのエネルギー放出があ
り、これがオーブと共鳴・共振（7.8Hz）して
菱形状のオーブが生起してくる。つまり、体
外にあるオーブにも陰・陽のプラナ（微細真素
粒子等）成分がある筈である。図2の巴型spin
対群には、陰・陽のプラナ成分等の加算があ
ると考えざるを得ない。

（紙数の関係から図、写真集は省略させて戴き
ます。）

図2　PSI（電子、イオン）spin対群



いる。フラッシュ光は用いていないので、オー
ブ自体が発光体であることが判る（非反射）。
得られた（チャプター）静止画を拡大して見る
と、真中に光点があり、菱形状に四方に光が
出ている。写真（1−1）、（1−2）、―、―、―、
写真（1−16）等。大きさはあまり変わらないが、
形と位置は、急速に（ピッ、ピッとRO状に）、
わずかながら変化している。写真集（2）をみ
る。写真（2−1）は撮影状況である。

写真（2−2）、―、―、写真（2−5）と、11
時25分方向（時針で方向指示）に強い発光体
の棒状に小点が伸びている。ただし、この強
い発光体状の詳しい内容は不明である。また、
棒状発光体のつぎには、小点（球）発光体状に
戻る場合もある。それらの中でも写真（2−9）
は扇状オーブ（後述、4−3参照）であるが、暫
くすると、また小点（球）発光体状にもどる。

写真集（3）をみる。発生・成長の中期過程と
思われる場合、つまり撮影者に相当に近寄って
きて、かなり発達してきた、と思われる場合で
ある。なお、これらの写真（3−1）、写真（3−2）
等は、菱形オーブ（後述、図1参照）である。
写真（3−3）、―、―、―、写真（3−10）には、
変形した菱形オーブが紹介してある。これら
の諸変化の状況は、後述の写真集（4）、写真
集（5）と「検討と考察」で述べることにする。

判明した事として、（1）図1のACBDで表示
される菱形オーブの（タテ、ヨコの）十字状の
方向（南北、東西）と形は変わらない。（2）タテ、
ヨコの十字状の東西の隅（C、D）ならびに斜め
線の方向（図1のAD、CB、の方向、ならびに
AC、DBの方向）のみが変化する傾向がある。
なお、変化状況については後述する。検討し
たところ、当然ながら（3）菱形状オーブの形
は、カメラの絞りの形ではない。

写真集（4）、写真集（5）を見る。これらは、
写真集（1）～写真集（3）を部分的に拡大した
もの。写真（4−1）は強い小点（球）発光体状
のオーブである。これはオーブ発生の極初期
過程で撮影されたもので、真中に光点（球）が
あり、菱形状に四方に光が出ている。中心部
は強い白光で密度が高く、盛り上がっている。
写真（4−2）は11時25分方向（時針で方向指
示）の（乳白色）非常に強い発光体棒状であ
り、これをうす緑色のHaloが取り巻いている。
写真（4−3）は紫色の扇状オーブで、図1の菱
形状オーブのADB部分が弧を描いたものであ
る。写真（5−1）は図1の菱形状オーブのAC
とBD（ぼけている）部分が、これから伸びよう
としている（別の例もある）、つまりACとBD
が欠けた形になっている。写真（5−2）は菱形
ACBDのACB部分が弧を描いている場合で、
写真（4−3）とは逆になっている。写真（5−3）
は菱形のC部分が欠けた形に成っている。

4．検討並びに考察
空気中に存在しているエアゾール（埃、微粒

子）の大部分は、地球を取り巻いている大気電
界のために帯電している。また空気成分の一
部は大気電界や宇宙線の作用によって電離し
ていて大気陰イオン、大気陽イオン、電子に
なっている。これらによって大気の上層部は
陽（+）、地表部は陰（−）に帯電している。した
がって、地球は電磁気学的には巨大な球形・
地球コンデンサー（約30万V）として存在して
いる（直流電場）。

このほかに、雷による活動並びに地磁気の
脈動等に伴って発生すると判断されている周
波数1～10Hz、10−2～10−3V/m程度の微細な
交流電場も存在している、という。一方、空
気中に含まれる水分はごく僅かであるが、水
分が無いとオーブは極めて出現し難くなる。ま
た、空気中に含まれる水分は、大気電界のた
めに電離していて、陽イオン（H+）、陰イオン

（OH−）、電子に電離している。他方、地球表
面は陰に帯電しているが、上空から厚い雨雲

（積乱雲）がやってくると、地球表面は陰（−）
から陽（+）に帯電が変化することになる。こ
のような時には、空気中の陰イオン群と陽イオ
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図1　菱形オーブ（モデル）



像が写る液晶モニター上に）から観察し、撮影
する方法を用いた。なかなか撮れない（オーブ
が居ない）場合でも、天候条件等の物理的なら
びに、無心で熱心に撮影するなどの心理的条
件（ASCに近づける）を揃えると写るようにな
る。人工的に噴霧（キリ、モヤ）を放射すると、
約30%以上の確率で写るようになる。また本
報では、1例のみを示す場合でも、2例以上の
同一内容の画像がある場合のみを扱っている。

2−2）撮影・表示の内容
偽オーブを避ける為にデジタル・カメラを

「望遠ズーム」状態にし、シャッターを半押し
にして、近赤外線をカメラから放射させて、
カメラの液晶画面が機能する（非可視の近赤外
線域に潜むオーブが見える）ようにしてから、
液晶画面上にオーブを呼び込む。つまり「オー
ブさん」来て下さい、とお願いする。例えば

「キテ、キテ、―、―、―、―」と呼びかける。
このような条件を設定した後に液晶画面上に
オーブを写し出し（出現したら）、これを別置
きのビデオ・カメラで動画として撮影する。こ
の様な手順を踏んだ後には、オーブは可視光
線域まで、色あい（波長）が変化して（願いが
届いて）、写される場合が多い。さらに、ビデ
オ・カメラを手持ちにして、欄干の手摺り等に
沿って、動かして、「手ブレ」が無い様に注意
して、撮影した。

本稿に表示する写真集（1）～写真集（3）の撮
影・実験場所は静岡県磐田市で、2014年11月
21～24日。夜間の18：00～20：00、デジカメ
撮影・実験者は佐藤禎花師（女性）、ビデオ撮
影者は高瀬育代並びに鈴木るみ子（女史）。佐
藤師は特異能力保持者である。ラビット・オー
ブの呼び込み、並びに情報交換等は佐藤師自
身が行っている。外側からみると、佐藤師は
陽気であり、賑やかで、楽しい雰囲気（ポジ
ティブ）に包まれてオーブを呼び込んでいる。
変性意識状態（ASC）に近い状態下で、オーブ
と情報交換をしている様子である。筆者らも、
これに真似てスプレー噴射（キリ、モヤ）下で

「望遠ズーム状態」で試行したが、撮影像を得
るまでには到らなかった。

なお、ビデオの動画には、シャッターの開閉

が無いので、コマ送りが（固定では無く）連続
している。そこで、観測に必要な部分を切り
取って、コマ送り静止画像として表示すること
にした。分割された部分をチャプターという。

3．実験結果と検討
記録されたビデオ・動画をムービーメー

カー（MM）に移し、これをDVDに移し換えた
後、Wordに切り貼りして検討することにした。
MMに収録した動画は、03min, 18 sec：72。
00 , 02：55。00 , 05：03、―、―、―、00 , 01：
02等と14箇所に分割して収録した。この中の
変化の有る部分を、1コマずつコマ送りした画
像（1/30秒ごとにチャプターした）のオーブの
一例を写真集（1）～写真集（3）に示した。

本報の特徴は、動的な「菱形状オーブ」が観
測された点に有るだろう。本報以外では、菱
形オーブは、静的画像（東京）と動的画像（イ
ギリス）が各1例ある事を知るのみである。一
般には球形光状（丸光型）であるが、これらの
動的測定・解析は皆無であると思われる。前
報の長野県伊那市で撮影された芽オーブの動
画は、静穏時には「芋虫状」であり、活躍時に
は「変形芋虫状」または「丸型」等であり、兎が
飛び跳ねる様な動き「ピョン、ピョン、―、―、
―」をするので、ラビット・オーブ（RO）と仮
称した。また、地球の共振周波数の7.8Hzに
関連して変化する様子である。この変化挙動
は、前報（PSIJ、2017年、予定号）で報告して
ある。本報の菱形オーブは、前報のROに比較
すると、どちらかと言えば、割合におとなしい

（静穏時）タイプであると言える。なお、これ
らは、一般に、ネット等で観察される成長した
動オーブ（紹介・観察のみ）とは異なり、（著者
らは）極初期または中期成長過程の姿・形であ
ると判断している。

写真集（1）は発生の極初期、（2）は初期、写
真集（3）は中期の過程において、動画を1/30
秒ごとにチャプターした典型的な一例である。
写真集（1）をみる。「望遠ズーム」をいっぱい
に伸ばして、遠方に焦点を合わせて、オーブ
を呼び込む（探す）。「キテ、キテ、―、―」と
呼びかけた後に、写された写真集（1）には、
強い極小点（球）発光体状のオーブが写されて
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これは、最先端の多彩な機能をノートパソコ
ンを使用した簡単な操作が可能な、未来の健
康を予測した健康管理、そしていつまでも健康
で若々しく、きれいでいたいと願うエイジング
ケアのための、21世紀の美と健康を考えるサ
ポートツールといえるのではないか。

まとめ
以上、健康で長生きをするという情報を幾つ

か提供したが、その人類の健康寿命は通常で
あれば120歳の年齢を迎えることが出来るとも
言われている。しかし、ストレス、生活習慣な
どにより引き算がされて現在の平均寿命となっ
ているのが現状である。そして、健康寿命は際
限なく求められている反面、糖尿病、人工透析、
癌等の疾病に苦しんでいる多くの人々がいるの

も現実である。
小さい時から、病気ひとつしたことがないと

いう人もいれば、ずっと疾病で苦しんでいる人
がいるのもまた現実である。

これからも、医学、科学の更なる進歩により
多くの疾病を治すことが出来るようになるであ
ろうが、もし未病の段階で改善がなされるので
あれば、1人当り30.7万円、総額では39.2兆円
と言われる国民医療費の大幅な削減も図れるの
ではないだろうか。

健康とは、どのようにして保持できるのかと
いうことを、以上の説明により学術的な面と実
技的な面を知り得ることが出来るならば、SW
Ⅱの使用も含めて更なる健康対策を講じていけ
るであろうし、結果として究極の目的に近づけ
るのではないかと思慮するところである。

1．はしがき
フラッシュ光を用いて撮影したデジタル・

カメラ画像にレンズ付近の埃、水滴などが「偽
オーブ」として写り込む場合がある。しかし、
それらが写らない「望遠ズーム」状態で、フラッ
シュ光を用いない場合でも、「真オーブ」は写
る。意識に反応して写る、等から、重要な研究
対象であると判断されている。前報では、発生
の極初期の芽オーブ（ラビット・オーブ、RO）
の変化挙動について観測した。しかし、実体は
何か、どのような性質をもつか、再現性の有無、
等の究明が不十分であった。今回の本報の特
徴は、動的な菱形オーブがあらたに観測された
点にある。前報や本報で検討したところ、オー
ブは呼びかけに応じて遠方からやってくる。光
子群の集合体（陰・陽イオン対など）である。
菱形、芋虫型、丸型（球状）などに形状、寸法、
色合い（波長）等が変化し、次第に成長する傾
向がある。地磁気、地球空間電磁場等の影響
を受けている。撮影者の意識（ASC）に応答し
た行動をとる、等の結果を得ることが出来た。

2．実験･撮影について
2－1）撮影・実験方法

オーブの動作観察並びに静止画撮影にはデ
ジタル・カメラのカシオEX-Z-2000（1610万
画素数）、カシオEXZR700BKを用いた。デジ
タル・カメラの焦点距離を「通常（望遠無し）」、
並びに「望遠ズーム（倍率は液晶モニター上で
示す）」に選び、フラッシュ光を併用して撮影
した。「望遠ズーム」の撮影方法は、真オーブ
を写しやすい傾向がある。撮影は、露出モー
ドをオート撮影（P）に合せて行う。オーブの動
画撮影にはビデオ・カメラ（ソニー・ハンデイ
カム、HDR-CX270）並びに（パナソニック・
ハンデイカム、HCV210M）を用いた。

本報の撮影・観察場所は静岡県磐田市。撮
影日時は2014年11月23～25日。撮影時間は、
夜間の18：00～21：30の間。オーブは近赤外
線領域に潜んでいるので目には見えない（活性
化エネルギー、約1.38eV）、また五感では認
知出来ない。そこでシャッターを半押しにし
て、「液晶モニター」を機能させて（近赤外線
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さらに、現在自分が気づかない恐れとか、願
望の心理状況も確認できるようになっている。
この様に、SWⅡは自分で自分の健康管理が出
来るだけでなく、改善も図れるのだが、同様の
機器類も他に多く開発されている。

このSWⅡの論理、そしてSWⅡの開発背景
としては、1988年にロシアのオムスクで、人間
の自己治癒力、恒常性（ホメオスターシス）な
ど人間が本来持っている能力をサポートするた
めの、バイオ共鳴診断・治療の研究として開始
された。

また、電子工学者ニコラ・テスラは、周波数
により症状を緩和させる研究を行っていたが、
その基礎研究がSWⅡに応用されている。

周波数の音振=音の振動について、ドイツ物
理学者エルネスト・クラードニは金属板を振動
させると、その振動に合わせ金属板上の砂が図
形を描く（クラードニ図形）という実験を行って
いるが、スイスのハンス・イエニーは、トノス
コープにより金属板上に様々な周波数の音を発
生させ、液体、固体、粉体などに周波数が影
響を与えるとする実験から、周波数は固体にも
影響を与え、生体の不調はその秩序の乱れだ
と考えた。

そして、これらの研究が基礎となりSWⅡが
開発されたのだが、これはロシアの宇宙飛行士
の健康管理にも使用されている（この内容はテ
レビ放送されている）。

SWⅡの利用情報としては、日常的な健康管
理を対象としたものであり、医療診断、医療

機器としての使用を前提とするものではなく、
SWⅡ使用により健康情報を提供するものだと
定義づけている。

このSWⅡは、人間の生命活動を維持する
うえで、栄養学、分子医学、生化学などの広
い分野における膨大なデーターを、コンピュー
ター処理できる形に置き換え、極めて専門的
に健康の推移を予測するのだが、システム的
には、SWⅡ本体から送られる情報を、ヘッド
ホーンを装着することで「体の器官の固有の周
波数・・超低音波音（1Hz～9Hz）」を骨伝導に
より全身に送りリサーチをして、その反応結果
をNo.1～No.6までの段階に分け、各器官の特
有の周波数の乱れを確認することが出来る小型
に作られた機器である。

さらに、1Hz～9Hzの周波数により、脳から
筋肉、骨、血管、血液、染色体、遺伝子レベ
ルまでの全身約600カ所のリサーチを行い、利
用者の不調の原因がどこからきているのか、ま
た未病の段階で健康上の問題点を見つける事
が可能となっている。

操作手順としては、次にメタセラピーを行う
のだが、これは自己治癒力を高め本来の体調
に戻し、健康の維持管理が図れるようにされ
ている。

ここで、SWⅡを使用し喜ばれた事例は幾つ
かあるが、この機器は治療目的ではないこと
から、ここでは省略させていただきたい。また、
SWⅡのペット版も開発利用され好結果を得て
いる。

健康を保持するには、未病の段階で問題点
を見つける事と、その改善をしていくことが必
要なことだが、最適な方法はSWⅡを利用して
いくことだと考えている。
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クラードニ図形の一例

ヘッドホーンを装着した状態



ようになり研究がされている。
では、瞑想はどのようにするかということだ

が、基本的には椅子に座るとか座禅を組み、静
かに鼻から呼吸をするだけのことで、一般的に
は30分前後で十分と思われる。

そして、瞑想をすることにより、前述の疾病
等の改善がみられているが、イスラエルの医療
センターでの研究では、瞑想が認知症の予防や
抑制に影響があり、また脳の機能を変化させる
ことが実証されているが、そのメカニズムにつ
いては研究途上であるとしている。

そこで、軽度の認知症者を含むグループを
検査したところ、瞑想によりDMN（デフォル
ト・モード・ネットワーク）と感情・記憶等を
所掌する海馬に変化が生じたことが判明して
いる。また、カリフォルニア大学の研究チー
ムも、瞑想は認知症のリスクを低下するの
に効果的であるとの調査結果発表している。
UCLA脳マッピングセンターのフロリアンクル
ト氏は、脳の大脳の一部（灰白質）の病変は病
気、遺伝的要素が影響しているが、瞑想が脳
の老化に良い影響を与えるという科学的エビ
デンスは増えていて、今後の科学的解明を期
待すると語っている。

人がストレスを受けた場合での医学的説明で
は、ストレスを受けた場合、脳内の視床下部が
脳下垂体を刺激して副腎皮質を刺激し、副腎
皮質ホルモンの一種であるコルチゾールを分泌
する。これはストレスに対抗するのだが、常に
ストレス刺激を受けていて、それが改善されな
いでいる場合、記憶、感情を司っている脳内の
海馬にダメージを与えることになる。

それにより、思考の低下、うつ病、頭痛、内
臓障害、不眠そして自律神経失調の症状を含
めた免疫機能の低下をもたらすだけでなく、先
に述べた癌とか認知症まで発症させ、さらには
症状の悪化を招くこととなる。

ハーバード大学の研究では、瞑想により脳
内の海馬の回復を図られるからであろうが、こ
れらの症状の改善が見られたとの報告もある
ことから、患者の場合では医学治療しながら
の瞑想療法は、好結果となるのではないかと
思慮される。

江戸時代の白隠禅師は、修行時に禅病に罹っ
たが軟酥の法（内観法）により健康を回復した
と伝えられているが、これも瞑想によるものと
理解していいのではないか。つまりは、瞑想
することにより副交感神経が優位となり、スト
レスによりダメージを受けた心身の回復がなさ
れ、正常な状態に戻れることとなるだけでなく、
細胞の老化抑制に影響を与えると言われるテロ
メアの働きも助けることになるので、健康を保
持し長寿が可能となるから、この分野も健康、
長寿というキーワードから、さらに研究がなさ
れていくのではないだろうか。

5．NewscanSWについて
では、日常での健康管理はどうしたら良いの

か。そして、健康な毎日を送るにはどうしたら
良いのかとの疑問が出るが、体調不良の状態と
なれば受診するが、その時の病院等での精密
検査ではMRI、CT、マンモグラフィ等々の器
機があるが、自宅でも自分自身の肉体を自分で
チェックして、その原因の確認と改善を同時に
行える、ロシアで開発されたNewscanSWⅡ（以
下「SWⅡ」）によるサウンドスキャニングセラ
ピーが開発され、利用されはじめている。

これは、体の各部位に特定の周波数を耳に
装着したヘッドホーンから、骨伝導で全身に
送ることで、パソコン上の2次元画像に自分の
体調不良の部分が示されるから、直後にその
原因が何によるのか、そして細菌・ウイルスと
かが原因であれば、その排除と自分の細胞の
活性を図るから、いわゆる元気になれるという
機器である。

●� ●

NewscanSWの機器



物・バクテリアなど全ての地球生命体の中に
存在する。

5億年前の化石の中でも生きている事が確認
されていて、どんな条件下でも死なない生命体
であり、1000℃や−150℃にも耐え、さらには無
酸素状態・硫酸中・硝酸中・塩酸中・超高気
圧・高レベル放射能下などでも死なない生命体
であるといわれている。

そして、全ての生命はソマチットにより作ら
れ、ソマチットが無いと細胞分裂が行われない
とのことである。

このソマチットは、高効率の電子供給体（コ
ンデンサー）として免疫や恒常性維持機能（ホ
メオスターシス）の基本を担い、また、含水リ
ン酸鉱物錯体として身体の様々な要素（血や
骨、DNA、細胞膜、糖鎖、ATP）の基礎的な
原材料ともなっているようだ。

一般的には「マイナスイオン」などが多いと、
ソマチッドが活性化され、様々な種類の抗酸化
物質や活性水素、ミネラルも実際には電子供給
体として働いているといわれている。

このソマチットが、血液中を元気に動いてい
ると赤血球や白血球とぶつかり合い、そこで蓄
えていた電子を放電するが、このエネルギーは
波動と呼ばれるエネルギー量に比例しているか
ら、波動の高いものを調べると、そこには多量
のソマチットが活性化され、ゲルマニウムやマ
グネットに共通する医療器具類も、磁力による
電子の流れによりソマチットが活性化する事に
より、血流が良くなる事が実証されている。

また、病気やストレス、ネガティブな気持ち
の時、このソマチットは血液中で殻を作ってそ
の中に逃げ込んでしまうが、健康で明るい気持
ちであれば元気に活躍する変化を示すと述べら
れている。

以上のことから、健康を保持する、長寿を
得るためにはソマチットを研究していくことで、
従来の医学、科学とはまた違った角度からの答
えが見いだせるのではないかと思慮される。

3．長生きとテロメアについて
動物の体にある細胞の大半は、分裂できる回

数に限りがあり、つまり寿命があるのだが、こ
れには、染色体の末端に位置するテロメアと呼

ばれる配列が深く関係しているといわれる。
細胞分裂ではまずDNAが複製され、DNA

の複製はプライマーという断片配列を足がかり
に行われるが、染色体の末端ではプライマー部
分の配列は複製されないので、細胞分裂を繰り
返すごとに末端は短くなっていく。染色体の末
端には、テロメアと呼ばれる繰り返されている
塩基配列があり、人間の場合は、TTAGGGと
いう配列が約1万塩基繰り返されている。

細胞が分裂を繰り返すごとに、染色体の末
端のテロメア配列が少しずつ失われるのだが、
テロメアの長さは、細胞分裂の回数を測る尺
度（分裂時計）として機能し、細胞の寿命を調
節していると考えられている。人間ではテロメ
アDNAが5000塩基くらいになると、細胞が寿
命（分裂寿命）に達し、それ以上の分裂は起こ
らなくなるのと、また寿命に達しなくても、細
胞がテロメアの長さで分裂時計の進行を感知
することが老化につながっているとも言われて
いる。

だが、人間の体の生殖細胞は細胞分裂を繰
り返してもテロメアが短くならず、長いままの
テロメア配列を子孫に伝達することができるの
だが、これは生殖細胞ではテロメラーゼという
テロメアDNAを維持する酵素の働きがあるか
らとされている。

テロメラーゼ活性は細胞の癌化とも密接な関
係があり、正常な細胞のテロメアがある限界を
超えて短くなると、がん抑制遺伝子が働いて、
細胞分裂がストップする。しかし、ほとんどの
癌細胞ではテロメラーゼが活性化されていて、
細胞は無限分裂寿命を獲得し、増殖が留まら
なくなっている。

つまり、癌細胞はテロメアによる細胞の分裂
と監視を逃れた状態にあるといわれる。現在、
固体の老化や細胞の癌化とテロメアの長さには
密接な関係があるため、テロメラーゼを標的と
した抗癌剤の開発や、細胞にテロメラーゼ活性
を与えて老化を防ぐ研究が進められている。

4．瞑想
最近では、瞑想により、癌を含めた疾病とか、

うつ病とかの精神的な疾患そして認知症までも
改善するとして、マスコミでも取り上げられる

● �●
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おり、活動していることになる。
このミトコンドリアの主要な機能は、電子伝

達系による酸化的リン酸化によるATP（アデ
ノシン三リン酸：人体のエネルギー源となる物
質）の産生である。細胞の活動に必要なエネル
ギーの殆んどは、直接、あるいは間接的にミト
コンドリアからATPの形で供給されている。

それ以外にも多くの機能を持っており、ステ
ロイドやヘムの合成などを含む様々な代謝、カ
ルシウムや鉄の細胞内濃度の調節、細胞周期
や細胞死であるアポトーシスの調節などにも大
きく関わっているとされる。

東大医学部門脇孝氏は、長寿者のミトコンド
リア遺伝子と、一般患者との全塩基配列を調
査したところ5ヶ所の違いがあり、なかでもミ
トコンドリアDNAの5178番目の塩基（シトシン
−C）が、アデニン（A）に置き換わっている多
型（Mt5178C→A）が百寿者に多く検出すると
報告されている。

つまり、百寿者（37例）の62%が長寿遺伝子
のMt5178A型を持っているということであり、
Mt5178A型を持っている人はMt5178C型を
持っていない人と比べて成人発症性疾患に罹り
にくく長寿になる可能性が大ということになる。

また、ミトコンドリア遺伝子10398G型は長
寿との関連が指摘されており、10398A型では
アルツハイマー病、パーキンソン病、躁鬱病な
どの危険因子であると報告されており、5178C
型は糖尿病、動脈硬化、心筋梗塞などの生活
習慣病との関連があるとされている。

これらのことから、現在では健康者と疾病
である糖尿病、動脈硬化、腎臓の機能障害、
心筋梗塞、脳梗塞の発症にもミトコンドリア遺
伝子が影響しているのではないかと、研究さ
れている。

また、運動能力にもかなりの影響を与えて
いるとみられ、マラソン選手のミトコンドリア
DNAを調べたところ10人中5人に特別な遺伝
子型が見られ、さらに調べたところ一般人の15
倍の頻度で検出されたことから、これはマラソ
ンに強い遺伝子であると推定されている。

そこで、極端な見解をすればミトコンドリア
DNAにより寿命とか健康状態が決まってしま
うということで、ミトコンドリアの老化が、す

なわち人間の老化になるということであるから、
夢も希望も無くなってしまうことになる。

だが、このミトコンドリアに対応する治療方
法、薬剤等が開発されれば、夢の長寿を手中
に収めることができるとも考えられることから、
これについては現在も医学、科学の分野で研究
されているところである。

2．ソマチット
ソマチットとは、フランス系カナダ人のガス

トン・ネサン（1924年−）が「ヒトの血液中に
ごく微小な生命体が存在する」とした仮説のこ
と、もしくはその生命体のことを指す。だが、
ネサンはこの仮説に基づいた治療によって、多
数の癌患者を治癒せしめたと主張したが、ネサ
ンは医師免許を持たないため法的に医療行為を
できず、そのためカナダの厚生省から告訴され
た経緯がある。

日本ソマチット学会の、公式サイトで提示さ
れている主な仮説のうちいくつかを述べてみる
が、このソマチット仮説は残念ながら現在の医
学的・科学的に認められていない。
①  ソマチットは（通常環境では）不死の生命体

であり、地球上最古の原始生物である。
②   ソマチットは癌細胞ができると避難行動を

取ることから、癌患者の血液中にはまった
く存在しないので、発症を予測することが
できる。

③  体内でのソマチットを、白血球は抗原と認
識しないことと、白血球以前の基礎免疫で
あるから、ソマチットが元気になれば免疫
力はあがる。

④  ソマチットは、人体内の環境が悪くなると
尿に混ざって体外に逃げ出す。もしくは、
血小板や赤血球内に逃げ込んで殻を作るの
だが、この原理は尿療法を用いれば逃げ出
したソマチットにもう一度体内で働いてもら
えるということになる。

幾つかの事例を述べたが、ソマチットは免
疫・恒常性維持機能（ホメオスターシス）を担
うのではないかといわれている。これは、人
間の体内の細胞の数（60兆個）の数百～数千倍
も存在する超微小生命体であって、動物・植



はじめに
人類の欲望として、権力、お金、寿命、健

康等々があるが、その中で叶わないものがある
とすれば、古代から時の権力者が追い求めてい
た「寿命」であろう。いつまでも、健康で長生
きをしたいとの願望から錬金術が生まれ医術も
研究され発達してきた。今日においては医学の
発達により、多くの疾病、感染症を克服し、ま
たiPS細胞等の研究により、細胞の再生化も図
られている。

今回は、これとは異なる角度から人類の求め
ている健康で長生きをしたいという、目標に近
づくための手段についての情報を、科学的見地
と、表記の機器についての説明をする。

また、健康とは何かということであるが、60
兆の細胞がそれぞれの役割である筋肉、内臓、
血液等が互いに連絡を取りながら、その組織の
働きを滞りなく務めていくことである。

だが、先天的にまた事故、疾病により後天
的に障害を生じ健康とは言えない状態になっ
ている事例もある。そして、年齢を重ねるに従
い、肉体の老化とともに細胞間の働きに齟齬が
生じ、相当のダメージを受けている事例もある。
つまりこれらは、健康ではないということにな
るのだが、中には小さい時から風邪ひとつひか
ないで百寿を迎える人もいることから、この違
いは何かということを、幾つかに分けて検証し
ていく。

1．細胞組織の働きについて
人間には60兆の細胞があるが、それらは脳

からの指令のもと、互いに連携をとりながら活

動していくことにより、生きているということに
なっている。だがそこで、その幾つかの細胞間
とのコントロールが利かなくなると、病気、癌
などの発生を導き、最悪の場合は細胞死、即ち
死亡となる。

そのコントロールは、骨格から始まり、筋肉
組織、循環器系から消化器系、呼吸器系、泌
尿器系、内分泌系、神経系そして感覚器系と
全ての組織に伝達されるようになっている。

その中で、人間が生存するうえで重要な働き
の1つとして交感神経、副交感神経がある。人
は、リラックスすることで副交感神経が優位と
なり、全身の細胞へ落ち着いた情報を与える
が、反対に交感神経が優位のままで継続して
いけば、ストレスが溜まることとなり、細胞へ
の悪影響を与えるだけでなく疾病等を惹起する
ことになる。

また、生物が生きるためには、酸素を体内に
取り入れ、エネルギーを作り生体活動をする必
要があるが、人間の60兆の各細胞には多くの
ミトコンドリア（細胞内小器官）が存在してい
て、これが体内に食べ物から取り入れた水素と
呼吸からの酸素を利用し、エネルギーの生産活
動をするため、人間をはじめとする動物は生存
活動を行っていけるということになっている。

そのミトコンドリアについてだが、大きさは、
0.5ミクロンの長さで、全ての好気的真核生物
の細胞に含まれ、人や動物の細胞内でエネル
ギーを作り出している細胞内小器官で、1個の
細胞内に数百から数千個も存在している。つま
り、人体には、60兆個の細胞があるので、数
百兆から数千兆個のミトコンドリアが存在して
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